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　――「音楽のある豊かな暮
らし」を提案されています。
　子どものときにピアノを習っ
たけど今は弾けないという大
人が少なくありません。厳し
いだけのレッスンだと「音が
苦」になって途中で挫折して
しまうんですね。
　私は楽器店を営む親のも
と、４歳のときからいや応な
くピアノを習わされたという
のが本音。何度もやめたいと
思った。厳しいレッスンを乗
り越えた人でないとピアノな
んて弾いてはいけないという
時代の空気もありました。
　でも、決してうまくなくてい
いんです。嫌いになって途中
でやめないでほしいと思う。
大人になっても楽器の演奏を
楽しみ続けてほしいんです。
　――ピアノも弾ける大人っ
て、確かにステキですね。
　「30 分個人レッスンのピア
ノ教室 I Love Piano」は、演
奏することの敷居を低くしたく

て始めました。スーパーなど
の商業施設にあって、親が買
い物をしている間に子どもが
習ったり、買い物ついでに自
分がレッスンをしたりできる。
今までにないスタイルの教室
です。
　２年前に始めて拠点は今
は４カ所ですけど、これから
100カ所まで広げていきます。
プロを育てるのでなく、ピアノ
好きを増やしていきたいとい
う思いです。
　――社長としての抱負は。
　４年前に引き継ぎ、今は社
員が約 30 人。ヤマハ音楽教
室も含め約 200 人の講師が
いて約 3800 人の生徒を教え
ています。
　「楽しい」「うれしい」「大
好き」「ありがとう」「幸せ」
の五つの言葉がみんなの合
言葉。人を笑顔にする仕事だ
から、もっともっとハッピーな
社風にしていきたいと思って
います。 （聞き手・北村哲朗）
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　――新社屋からマツダスタ
ジアムの芝が見えますね。
　今年３月、７階建ての新し
い広島支店ビル（広島市南区
西蟹屋）が完成しました。太
陽光パネルや屋上緑化など環
境に配慮した設計になってい
ます。災害対策基本法の指定
公共機関にも位置づけられ、
総合的な防災セキュリティー
のビルオートメーションシステ
ムを導入しています。
　――新社屋の新たな機能は
何でしょうか。
　日通グループが一堂に会し
た「一体化のシンボル」とし
ての拠点となります。広島市
の平和大通り沿いにあった日
通商事や、西区にあった広島
航空支店をはじめ、建設関係
も担う日通不動産や全日通労
働組合もここに入居しました。
中国地方の物流サービスの拠
点として、「陸海空一体営業」
を目に見える形にしたものとも
いえます。

　――主力は何ですか。
　引っ越しなど一般のお客さ
まの獲得にも努めています
が、企業の資材調達や製品輸
送など継続的な「企業物流」
が基本です。円が緩んで、例
えばマツダさまの輸出が増え
たりJFE 福山さまの生産が上
向きになったりすれば、大き
な波及があります。マツダ車
の輸出の半分は宇品港などか
ら日通が船積みをしています。
　――昨年のカープ優勝は
弾みになりましたか。
　優勝記念の升を 400 個作
り、マツダスタジアムに隣接
する旧社屋前でファンの方々
に振る舞い酒をしました。「車
じゃないですね」と尋ねなが
らですが……。
　カープの優勝で街が活気づ
くと、モノが動きます。ありが
たいことだと実感しました。今
年もぜひ、カープに頑張って
もらいたいですね。

（聞き手・副島英樹）
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